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１ はじめに 

１‐１ 計画策定の背景と目的 

１‐１‐１ 計画策定の背景 
近年 今治市   自家用自動車  依存 高   人口減少 地域経済 低迷等、公共交通事業をとりま
 環境 年々厳   増    中 利便性 市 財政 健全性 両面 配慮   誰  利用  すく持続可能
な公共交通体系を実現することが喫緊の課題となっています。特に島しょ部においては、公共交通 利用者 少 
  路線 効率化 見直 等が必要となっています。 
今後、総合計画や都市計画マスタープラン等の上位計画・関連計画も踏まえつつ、行政 交通事業者 地域が
それぞれの役割を果たすとともに連携を深めながら、公共交通ネットワークの構築を進めていくことが求められていま
す。 

１‐１‐２ 計画策定の目的 
上記の背景を受け、住民    や移動実態等を把握し、上位計画や関連計画等を踏まえながら、持続可能
な公共交通ネットワークの構築に必要となる考え方や各者の役割、具体的に取組むべき内容を明らかにすることを
目的としています。 

１‐１‐３ 計画の位置付け 
本計画は上位計画である「第２次今治市総合計画」、「今治市都市計画マスタープラン」および関連する愛媛
県の地域公共交通網形成計画に基づきつつ、その他、観光・環境等の分野における各種計画と連携・整合させな
がら、今治市における地域公共交通のあり方、取組を共有化するものです。 

関連計画

今治市地域公共交通網形成計画

上位計画

第2次今治市総合計画 愛媛県
地域公共交通網
形成計画今治市都市計画

マスタープラン

今治市観光振興計画

連携・整合

則する 則する

第二次今治市
環境基本計画

第二次今治市
健康づくり計画

図 １‐1 計画の位置付け 



今治市地域公共交通網形成計画（2020年●月）

2 

１‐２ 計画区域 

本計画の対象とする区域は、「今治市全域」とします。 

図 １‐2 今治市全体図 

１‐３ 計画期間 

令和2年度 令和6年度 5年間    。 
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１‐４ 計画書の構成 

計画策定にあたり、今治市の公共交通が解決すべき課題とそのための取り組みを明確にするため、まず第 2章お
よび第 3 章において、公共交通に関する現状・問題点と      方向性  公共交通 求       整理 
ます。そして、第 4 章において、これらのギャップを踏まえて今後の課題を抽出し、第 5 章および第 6 章において、そ
れらを解決するための施策および進め方の設定 行    
なお、第 2 章 現状 問題点 整理 際    市民         航路 利用実態調査等 調査結果 
活用  整理 行    

１ はじめに
1‐1 計画策定の背景と目的
1‐2 計画区域
1‐3 計画期間
1‐4 計画書の構成

２ 今治市の現状・問題点
2‐1 地域・交通の現況
2‐2 市民 移動 交通 実態
2‐3    航路 利用実態
2‐4 集客施設等 利用実態    
2‐5 現状のまとめ

３ まちづくりの方向性
3‐1 上位計画
3‐2 その他の関連計画
3‐3 公共交通に求められること

４ 公共交通に関する課題
4‐1 課題整理 視点
4‐2 課題 整理

５ 公共交通網の形成に向けた基本的な方針と施策
5‐1 公共交通の将来像
5‐2 基本理念
5‐3 取組方針と公共交通ネットワーク
5‐4 施策の概要
5‐5 施策の内容

６ 取組の進め方
6‐1 計画の推進体制
6‐2 進捗管理 方法
6‐3 計画の目標と指標

 市民     調査（R1 今治市）
 利用実態調査（   航路）
（R1 今治市, H29 愛媛県）
・観光客アンケート調査（R1 今治市）
・大学生アンケート調査（R1 今治市）
・高校生アンケート調査（H29 愛媛県）
・交通事業者、集客施設等への
ヒアリング調査（H30, R1 今治市）

図 １‐3 計画書の構成 
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２ 今治市の現状・問題点 

２‐１ 地域・交通の現況 

２‐１‐１ 地域の概況 

（１）地理的条件 
今治市は、平成 17年 1月に 12市町村が合併してできた面積約 420  の都市で、北 広島県尾道市 越
智郡上島町、南 松山市 東温市 西条市 接     。 
市域は、南側の中山間、沿海部の平野、島しょ部からなっています。 

図 ２‐1 市域の概況

＜合併前の今治市・越智郡11町村＞
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（２）土地利用 
今治駅 市役所 立地  中心部や旧市町村の支所付近が市街化区域となっています。 
土地利用  市全体 約半分 山林 占     宅地 12％程度        

出典 今治市 

図 ２‐2 今治広域都市計画区域図 

表 ２‐1 地勢および地目別面積 

地勢
国土面積
（ ）

可住地
面積( )

林野面積
（ ）

ＤＩＤ
面積( )

民有地
面積(ha)

宅地面積
(ha)

可住地面
積割合(%)

ＤＩＤ面
積割合(%)

宅地化率
(%)

A B(A-C) C D E F (B/A) (D/A) (F/E)

平成 29年 419.14   195.47   223.67   14.00    25,767   3,134    46.6     3.3      12.2

   資料：県統計課「市町のすがた」（１ ＝100ha）

　　　   ２　ＤＩＤ（人口集中地区）面積は、「国勢調査（総務省統計局）」平成27年10月１日現在

 　　　  ３　林野面積は、「農林業センサス（農林水産省）」平成27年２月１日現在

　　　   ４　民有地面積・宅地面積は、「固定資産概要調書（県市町振興課）」１月１日現在

   注）  １　国土面積は、「全国都道府県市区町村別面積調（国土地理院）」10月１日現在

地目別面積 （単位:ha）

総数 田 畑 宅  地 池  沼 山  林 牧場･原野 その他

平成 31年 25,757   2,789    6,290    3,152    15       12,240   399      872

　資料：資産税課「固定資産概要調書（県市町振興課）」　１月１日現在
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２‐１‐２ 人口等の状況 

（１）人口及 年齢構成 推移
   世帯数、人口    近年減少      一方 高齢化率 上昇 続     令和 22 年  40％を超え
る見込         

185,435
180,627

173,983
166,532

158,114
149,228

139,678
129,722

119,638
109,772

100,525

66,692

68,626
69,015

68,249
67,105

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

72,000

74,000

76,000

78,000

80,000

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

175,000

200,000

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

人口総数 世帯総数

実測値 予測値

（人） （世帯数)

出典 国勢調査 国立社会保障 人口問題研究所（2018年度推計） 

図 ２‐3 人口・世帯数の推移  

15.6%13.9%13.2%12.5%11.9%11.4%10.8%10.3% 9.8% 9.6% 9.5%

64.7%63.5%61.4%58.7%54.6%52.4%51.9%51.7%51.1%48.7%47.3%

19.7%22.7%25.5%28.7%33.4%36.2%37.3%38.1%39.1%41.7%43.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

15歳未満 15 64歳 65歳以上

予測値実測値

出典 国勢調査 国立社会保障 人口問題研究所（2018年度推計） 

図 ２‐4 年齢構成比 推移
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（２）人口分布状況 
   JR や今治街道、国道317号沿いに人口が集まっています。また、旧市町村の支所付近も比較的人口が多くな
っています。 

                                             *メッシュは 250ｍ 
出典 国勢調査（2015年度） 

図 ２‐5 人口の分布
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（３）高齢者の分布状況 
人口が集まっている今治街道、国道 317 号沿いでは高齢化率 比較的低くなっています。陸地部中山間地域
や島しょ部では、高齢化率 40％以上となっている地域が多くなっています。 

                                           *メッシュは 250ｍ 
出典 国勢調査（2015年度） 

図 ２‐6 高齢化率の分布 
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２‐１‐３ 就業と就学の状況 
（１）就業の状況 
  １）従業者数の推移 

   市内の従業者数は約7万人となっており、2014年 比  減少しています。 

79,039 
69,578 

74,129 
69,558 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2009 2012 2014 2016

(人)

                                           出典 経済    

図 ２‐7 従業者数の推移 
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  ２）従業者分布状況 

   今治駅周辺や波止浜、東側沿岸部周辺等に従業者が多く分布しています。また、旧市町村の支所付近も比
較的従業者が多くなっています。 

                                         *メッシュは 500ｍ 
出典 経済    （2014年度） 

図 ２‐8 従業者の分布 
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（２）就学の状況 
  １）学校 立地

今治市には、小学校が26校、中学校が16校、中等教育学校が1校、高等学校が9校、短期大学が2校、
大学が1校、特別支援学校が 1校立地      （2018年 4月 岡山理科大学獣医学部 開学）

図 ２‐9 学校 立地状況
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（３）就学者の推移 
就学者数は減少傾向にあり、小学生は 2005 年 比  約 2,000 人減少しています。学校数も 2005 年 
比べて減少しています。 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

小学校 中学校 高校

(人)

（年）

                                               出典 今治市

図 ２‐10 就学者数の推移 
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                                               出典 今治市

図 ２‐11 学校数の推移 
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（４）通勤 通学   人口流動
通勤・通学の移動は、内々移動（今治市内の移動）が多くを占めており、他市との内外移動および外内移動
は、松山市、西条市 多           平成17年 比較   、内外移動と外内移動の多くは増加となって
います。 

50人程度 － 100人未満
100人以上－ 500人未満
500人以上－ 1,000人未満
1,000人以上－ 1,500人未満
1,500人以上－ 2,000人未満
2,000人以上

凡 例

内々移動数
外内移動数

内外移動数

50人程度 － 100人未満
100人以上－ 500人未満
500人以上－ 1,000人未満
1,000人以上－ 1,500人未満
1,500人以上－ 2,000人未満
2,000人以上

凡 例

内々移動数
外内移動数

内外移動数

出典 国勢調査

図 ２‐12 主 通勤 通学 流動
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２‐１‐４ 産業、観光の状況 

（１）商業の状況 
  １）商業施設 立地

スーパー等の主な商業施設は、今治街道や国道196号、317号沿  立地      
また、大規模商業施設として、イオンモール今治新都市が2016年 4月に開業しました。 

図 ２‐13 商業施設 立地状況
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  ２）商品販売額 

事業所数は減少傾向ですが、従業員数は2012年 減少後以降 横       ます。 
商品販売額は 2007年以降 減少傾向でしたが、2016 年 増加   ます。（2016年 4月にイオンモール
今治新都市が開業） 
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13,67012,76412,545
15,039
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万
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                                       出典 商業統計調査、経済センサス 

図 ２‐14 商業の状況 

（２）工業の状況 
事業所数 年々減少       従業員数 横          
製造品出荷額は、2004年  2008年 増加  2011年     減少傾向        
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                                      出典 工業統計調査 今治市統計資料

図 ２‐15 工業の状況 
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【参考】 地場産業の状況 

地場産業である造船業は売上高、従業員とも減少傾向となっています。 
      産業 生産量 平成21年  減少傾向          数年 横ばいとなっています。 
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出典 今治市
図 ２‐16 造船業の状況 
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出典 今治   工業組合
図 ２‐17 タオル産業の状況 
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（３）観光の状況 
  １）観光施設 立地

   今治市内に      海道周辺      陸地部にも多くの観光スポットが存在しています。 

出典 瀬戸内    海道 SHIMAP    

図 ２‐18 観光施設 立地状況
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  ２）観光客の入込状況 

観光客は2012年  2015年    増加  近年 横          
そのうち、約８割を県外客が占めていますが、宿泊客数は2割以下と低い状況になっています。 
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                                         出典 今治市

図 ２‐19 観光客の推移 

  ３）サイクリング観光に関する取り組み 

レンタサイクルの貸出数は2015年   増加傾向        近年 6万台前後を推移しています。 
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                                                出典 今治市

図 ２‐20 レンタサイクル貸出数 
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  ４）その他の集客施設 

FC今治の本拠地である「ありがとうサービス.夢スタジアム」が 2017年 9月に完成しました。 
また、2020年度  FC今治の J3昇格が決定しています。 

出典 FC今治HP、今治市HP  

図 ２‐21 スタジアムの位置 等 
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２‐１‐５ 病院や公共施設の状況 

（１）病院の立地 
病院 医療機関  今治駅周辺 旧市町村 支所周辺 多 分布      特 病院 今治駅周辺 集
      中核病院 中心部 南部 立地      

図 ２‐22 医療施設 立地状況

※
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（２）公共施設等の立地 
JR 今治駅周辺   公民館   公民館類似施設 多 立地              支所 公民館 併
設されている状況です。 

図 ２‐23 行政施設   公共施設 立地状況
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２‐１‐６ 公共交通の状況 

（１）公共交通 運行状況
  １）鉄道ネットワークの状況 

今治市内の鉄道は JR 予讃線 通     松山方面 新居浜方面 結 路線        普通電車 1
2本/時間、特急は1本/時間程度運行      

今治市内の駅

出典 JR四国 

図 ２‐24 鉄道ネットワークの状況 

                                         出典 JR四国 

図 ２‐25 今治駅の時刻表 
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  ２）航路ネットワークの状況 

航路 陸地部 島  部 島  部間 結 計 8路線 通  います。 
陸地部 島  部間   今治港  岡村島を市営せきぜん渡船、今治港から大崎上島町木江港を大三島ブ
ルーライン、今治港から尾道市土生港を芸予汽船、今治港から津島を津島渡船が運航しています。また、波止浜
港から馬島はくるしま、盛港から竹原市忠海港は大三島フェリーが運航しています。 
島しょ部間では、宮窪港から尾浦港をシーセブン、津島から幸港を市営さざなみ渡船が運航しています。 

図 ２‐26 航路ネットワークの状況 

表 ２‐2 運航状況 

航路会社 路線 
運行 
距離 
(km) 

便数（便/日） 運行時間
備考 平日 休日 出発地 平日 

（始発ー最終） 
休日 

（始発ー最終） 

㈲くるしま 波止浜 
 馬島 3.8 20 20 波止浜 

馬島 
7:05‐18:30 
7:15‐18:40 

7:05‐18:30 
7:15‐18:40 

市補助 
国県補助 

津島渡船㈲ 今治 津島 12.0 2 2 津島
今治

8:00
12:10

8:00
12:10

市補助
国県補助 

シーセブン㈲ 尾浦 宮窪 4.0 14 12 尾浦 
宮窪 

7:00‐18:40 
7:25‐19:00 

7:00‐17:20 
7:25‐17:45 

市補助 
国県補助 

市営 
せきぜん渡船 

岡村 今治
（フェリー） 22.4 8 8 岡村 

今治 
6:50‐16:15 
8:25‐17:50 

6:50‐16:15 
8:25‐17:50 

市補助 
国県補助 

岡村 今治
（旅客船） 26.4 8 8 岡村 

今治 
6:20‐17:35 
7:20‐19:00 

6:20‐17:35 
7:20‐19:00 

市補助 
国県補助 

市営
さざなみ渡船 津島 幸 4.0 6 6 津島

幸 
7:20‐16:00
7:40‐17:10 

7:20‐16:00
7:40‐17:10 市補助 

大三島 
ブルーライン㈱ 今治 木江 16.3 22 22 今治 

木江 
6:30‐18:30 
7:40‐18:45 

6:30‐18:30 
7:40‐18:45 

市補助 
他市分補助 

芸予汽船㈱ 今治 土生 19.8 16 16 今治 
土生 

6:25‐18:40 
6:35‐18:40 

6:30‐18:30 
7:40‐18:45 

市補助 
他市分補助 

大三島 
フェリー㈱ 盛 忠海 7.0 20 20 盛 

忠海 
7:00‐18:40 
7:30‐19:10 

7:00‐18:40 
7:30‐19:10 ― 

国庫補助対象航路（離島航路） 
 ①㈲    （波止浜 来島 小島 馬島）
 ②津島渡船㈲（今治 津島）
③     ㈲（尾浦 鵜島 宮窪）

国庫補助対象市営航路（離島航路） 
 ④せきぜん渡船     （岡村 今治）
④せきぜん渡船 旅客船 （岡村 宗方 今治） 

国庫補助対象外市営航路 
 ⑤さざなみ渡船（津島 幸）（津島渡船 運航委託）

地方（第三    ）航路
 ⑥大三島      ㈱（今治 大三島 岡村 木江） 
⑦芸予汽船㈱（今治 上島 土生）

  他民間航路
⑧大三島    ㈱（盛 大久野～忠海） 
※中国運輸局管轄 
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  ３）バスネットワーク状況 

 （a）路線  
  路線 陸地部 路線 瀬戸内運輸 島  部 路線 瀬戸内海交通 運行      
瀬戸内運輸  主 市内 陸地部全域 西条 新居浜方面 結ぶ今治小松線、今治新居浜線、島しょ部・
松山方面を結ぶ特急線 運行しています（21 系統）。各路線 今治駅 中心 放射線状        形成
されています。 
瀬戸内海交通  主 各島内    路線 島  部間 陸地部 結 急行線 運行     （15 系
統）。 

図 ２‐27 路線バスネットワークの状況（瀬戸内運輸）
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図 ２‐28 路線         状況（瀬戸内海交通）
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表 ２‐3 路線バス 運行状況

バス会社 路線 
運行 
距離 
(km) 

便数（便/日） 運行時間 
備考 平日 休日 出発地 平日 

（始発ー最終） 
休日 

（始発ー最終） 

瀬戸内
運輸 

桜井団地循環線
唐子台循環線 20.9  18  12  今治営 

今治桟橋 
6:55‐18:28 
6:38‐18:35 

8:43‐17:17 
7:42‐17:27 

市補助 
県補助 

桜井団地線 8.1 12 4 桜井団地 
今治桟橋 

8:45‐18:25 
8:00‐17:55 

9:58‐13:58 
9:13‐13:21 市補助 

菊間線 19.5  17  8 菊間 
今治営 

7:20‐17:23 
7:02‐18:38 

9:03‐16:23 
9:37‐17:38 

市補助 
国県補助 

星之浦線 11.6 9 2 星之浦 
今治営 

7:01‐15:01 
9:09‐14:07 

13:34 
12:54 市補助 

小部・波方ループ
線 31.0  29  12 今治営 

今治営 
6:44‐19:27 
6:35‐18:55 

7:07‐18:03 
7:29‐17:13 

市補助 
国県補助 

小浦大浜線 20.3  6  3 今治営 
今治営 7:00‐17:45 8:28‐13:10 市補助 

竜岡線 30.3  12  8 葛谷 
今治営 

7:13‐18:42 
6:06‐17:32 

9:53‐18:42 
8:43‐17:32 

市補助 
国県補助 

神子森線 25.9  16  10 神子森 
今治営 

7:09‐19:54 
6:12‐18:47 

9:09‐17:51 
8:02‐16:44 

市補助 
国県補助 

朝倉線 16.3  20  12 浅地口 
今治営 

7:09‐19:20 
6:23‐18:30 

8:50‐18:20 
8:00‐17:30 

市補助 
国県補助 

新居浜線 50.9  25  24 新居浜 
今治営 

6:41‐18:57 
7:06‐18:11 

6:41‐18:57 
7:06‐18:11 

市補助 
他市分補助 
国県補助 

小松線 31.4  14  8 
小松総合
支所 
今治営 

6:37‐16:07 
8:10‐17:40 

7:12‐15:07 
8:45‐16:40 

市補助 
他市分補助 
国県補助 

周桑営業所線 24.4 5 3 周桑営 
今治営 

6:20‐6:40 
7:26‐19:53 

6:20 
17:08‐20:57 

市補助 
他市分補助 

特急線 81.0  22  22  宮浦港 
松山 

6:30‐19:05 
7:00‐20:00 

6:30‐19:05 
7:00‐20:00 ― 

シャトルバス 6.0  22  23  
イオン新
都市 
今治桟橋 

12:00‐22:20 
7:40‐17:05 

12:00‐22:20 
7:40‐18:25 ― 

瀬戸 
内海 
交通 

急行線 38.3  38  22  宮浦港 
今治桟橋 

6:20‐19:08 
7:15‐21:15 

6:40‐18:00 
8:00‐20:15 ― 

大島営・BS・下田
水線 10.1  29  27  下田水 

大島営 
7:54‐18:56 
8:02‐18:21 

8:09‐18:09 
8:02‐17:43 

市補助 
県補助 

早川線 5.5  20  16  早川 
大島営 

8:45‐19:28 
8:33‐19:17 

7:51‐17:32 
7:40‐17:20 

市補助 
県補助 

田浦線 11.9  9  7  田浦 
下田水 

7:27‐16:18 
9:36‐15:50 

7:42‐16:03 
9:15‐15:10 市補助 

友浦線 3.9  16  14  友浦 
大島営 

8:46‐18:11 
8:15‐18:00 

8:46‐16:59 
8:30‐16:48 市補助 

伯方循環線 17.8  21  11  木浦港 
木浦港 6:36‐18:09 8:29‐17:05 市補助 

県補助 

宗方線 11.4  20  16  宗方港 
宮浦港 

8:00‐18:31 
7:26‐17:55 

8:00‐17:44 
7:26‐17:05 

市補助 
県補助 

出走線 14.7  14  3  出走 
宮浦港 

7:20‐9:00 
6:55‐17:20 

9:00‐16:34 
8:35‐16:02 市補助 

肥海線 6.0  16  10  肥海 
宮浦港 

7:16‐17:45 
7:05‐17:35 

8:01‐16:51 
7:51‐16:41 市補助 
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 （b）高速乗合バス 
瀬戸内運輸 共同運行    今治 東京方面 結       神戸 大阪方面 結          広
島・福山方面を結ぶしまなみライナー、福岡方面を結ぶ道後エクスプレスの高速乗合バスを運行      
神戸 大阪方面 広島 福山方面 向  路線 便数 多        

図 ２‐29 高速乗合バスネットワークの状況 

表 ２‐4 高速乗合   運行状況

バス会社 路線 
（路線名） 

運行 
距離 
(km) 

便数（便/日） 運行時間 

平日 休日 出発地 平日 
（始発ー最終） 

休日 
（始発ー最終） 

 瀬戸内運輸
・東急トランセ 

今治 東京
（パイレーツ） 832 2 2 今治駅前 

渋谷ﾏｰｸｼﾃｨ 
18:35 
20:20 

18:35 
20:20 

 瀬戸内運輸
・阪神バス 

今治 神戸 大阪
（いしづちライナー） 314 16 16 今治駅前 

大阪梅田 
7:00‐22:00 
8:00‐22:50 

7:00‐22:00 
8:00‐22:50 

 瀬戸内運輸
・伊予鉄道 
・伊予鉄南予バス 

松山 今治 福岡
（道後エクスプレス） 510 2 2 

松山室町営 
西鉄天神高速
バスターミナル

21:00 

21:10 

21:00 

21:10 

 瀬戸内運輸
・広交観光 
 瀬戸内    
リーディング 

今治 広島
（しまなみライナー） 148 6 12※ 今治桟橋 

広島バスセンター 
8:40‐18:02 
7:50‐19:10 

7:12‐19:02 
7:50‐19:10 

 瀬戸内運輸
・中国バス 
・鞆鉄道 
 瀬戸内 まなみ 
リーディング 

今治 福山
（しまなみライナー） 77 32 32 今治桟橋 

福山駅 
6:13‐19:23 
7:00‐20:55 

6:13‐19:23 
7:00‐20:55 

※土 日 祝日運行
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  ４）タクシーの状況 

タクシー事業者は 陸地部 24者、島しょ部に3者となっています。 

図 ２‐30 タクシー営業所の状況 
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（２）公共交通 利用状況
  １）交通手段分担率 

交通手段分担率は、自家用車 利用 約 6割を占めており、2000 年  2010 年    増加      
また、鉄道・バス 利用はあわせて 3％程度となっています。 
従業 通学地別 交通手段分担率では、他市町村への移動で鉄道 利用  割合が今治市内への移動と比
べて大きくなっています。 
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62%

20%

17%
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7%
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2%

2%

1%
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4%

3%
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鉄道･電車 乗合バス その他

*2000年度 合併前 今治市及 越智郡11 か町村より算出 
出典 国勢調査（2000年度 2010年度） 

図 ２‐31 今治市常住者の交通手段分担率 
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17%
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（今治市→今治市）
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（今治市→他市町村）

自家用車 自転車 オートバイ 徒歩だけ

鉄道･電車 乗合バス その他

出典 国勢調査（2010年度） 

図 ２‐32 今治市常住者における従業・通学地別 交通手段分担率

N=77,617 

N=69,465 

N=63,049 

N=6,345 
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【参考】 自動車 保有状況 

世帯    人口      年々増加傾向    平成29年時点 1.18台/世帯、0.56台/人と、1世帯に
1台以上、2人に1台以上の保有状況となっています。 
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乗用車保有台数 人口当たり保有台数 世帯当たり保有台数

（台） （台／世帯・人)

出典 今治市   
図 ２‐33 自家用車 保有台数

  ２）鉄道 利用状況

鉄道 利用者数（乗車人数）  今治駅 利用 最 多  近年横           2018 年 減少 
     次   伊予桜井駅 利用者数 多  近年増加       

出典 JR四国 

図 ２‐34 駅別 利用者数（乗車人数）
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  ３）航路 利用状況

 （a）輸送人員と航送台数 
輸送人員は減少傾向となっています。 
航送台数 今治 下田水航路 廃止 伴 大  減少      近年 横    。 
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              図 ２‐35 輸送人員と航送台数 

 （b）収益率 行政   補助 状況
収益率 近年減少     現在 45％となっています。これに伴い、補助額は増加傾向となっています。補助
額は全体で3.6億円、今治市の補助額は約1.3億円となっています。 
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図 ２‐36 収益率 行政   補助 状況

＊4月 翌年 3月           
出典 今治市

＊補助対象期間 大三島      
（株）・市営さざなみ渡船は4月 翌
年3月、芸予汽船（株）1月 12
月   他 前年10月 当年9月 
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  ４）   利用状況

 （a）輸送人員（補助対象路線  ）
全体の輸送人員は減少傾向となっています。2015 年以降 増加        2018 年 減少      
瀬戸内運輸 瀬戸内海交通  、2015年以降若干 増加        2018年 減少      
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図 ２‐37 バス輸送人員 

 （b）収益率 行政   補助 状況
全体の収益率 近年減少     瀬戸内運輸 50％程度 瀬戸内海交通 25％程度となっています。こ
れに伴い補助額は増加傾向となっています。 
補助額は全体で2.8億円、今治市の補助額は約1.4億円となっています。 
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図 ２‐38    収益率 補助 状況

＊4月 翌年 3月 
出典 今治市

＊補助対象期間 
前年 10月 当年 9月 

出典 今治市

 瀬戸内海交通 

 瀬戸内運輸 



今治市地域公共交通網形成計画（2020年●月）

33 

（３）交通事業者のニーズ 
ヒアリングより把握した交通事業者の現状・今後の方向性等は以下のとおりです。 

表 ２‐5 交通事業者のヒアリング結果概要（１／２） 

対象事業者 
結果概要 

現象・問題 課題・方向性 

瀬戸内 
運輸㈱ 

・中核病院（愛媛県立今治病院、済生会今
治病院）         利用 多  今
治駅からの 2 次交通としての利用もある。一
方、中山間地域は利用 少  。 
・いずれも黒字路線         市内全
路線はすべて赤字。
・貸切  事業も自由化以降 同業他社  
競合が激しく受注に苦慮。今の所、高速バス
 黒字が出ている。 
・乗務員不足が顕在化。採用できても未経験
者が多く、サービスの質の低下も懸念。 

・高速バス等に頼らず一般路線 維持   
スキーム 確立 急務。 補助金   一般
路線 維持      、残   路線 廃
止  路線 整理 必要。 
・事業者としては、     路線 運行 効
率化  収益 得   所 力 入   。 
・玉川地区 山側 利用 大幅 減少   
め支線化は可能だが、鈍川温泉への需要も
ある。 
・菊間線は鉄道と平行    ためＪＲ大西
駅付近を終点としても良   大西駅 周辺
整備が必要である。 
・今治駅前バス停は高速   発着時 利用
者があふれており通行 妨 となっている。整
備をしてほしい。 

瀬戸内海 
交通㈱ 

・旧今治市内への通学や通勤、通院  利用
が多く、通勤・通学時間帯に集中。 
・今治市内陸部      現象で、島しょ部
からの利用者 減少が進んでいる。 
・今治 大三島間 急行   利用 多 
が 近年利用 減少 続     急行  
路線以外は全線で赤字。 
・貸切  も島内の各種団体や人口の減少に
より受注が減少している。 
・島しょ部在住で大型二種免許を持っている人
材を探すのは困難 朝早 便  対応 考
   今治市内陸部  働  来      
難しい。 

・事業者     県補助路線 良  市単
独補助路線 負担 大 く運行形態 見
直しを図りたい。 
・収益改善に向け急行   島内 生活路
線をどうつなげていくかを考える必要がある。 
・島内路線      ※1化し国庫補助を受け
ることも可能であるが、フィーダー化すると現在
よりも狭 道路 運行  必要  る。 
・将来的にはデマンド交通※２の導入も必要と
思      得  場合 効率化手段。高
齢者へのハードルや人口状況からしても、今
は路線型 対応    良        
・サイクルツーリズム含め、島しょ部は観光資源
が多いので上手く活用できれば収益改善つな
がる。ただし、観光をメインにした対応はリスク
が大きい。生活路線をどう対応していくか考え
ることが必要。 

※１       幹線 接続  支線 役割    運行   路線  等をいいます。 
※2     交通 利用者 需要（デマンド）に応じて運行する乗合の交通をいいます。
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表 ２‐6 交通事業者のヒアリング結果概要（２／２） 

対象施設 
・団体等 

結果概要 

現象・問題 課題・方向性 

四国旅客 
鉄道㈱ 
愛媛企画部 

・今治駅 利用者数（乗車人数） 定期を
含め約 2,500 人/日で定期券（快   を
含む） 利用が多い。 
・住宅地等 開発    伊予富田駅や波止
浜駅 利用 微増傾向。 
 駅 定期駐輪場 整備      駅  自
転車 来 学生等 多  
・今治駅前のジャイアントストアにおけるレンタサ
    利用 年々増加     
・JR 四国では自転車 解体   持 込める
サイクルトレイン 運行（季節限定）してい
る。 

 公共交通網形成計画     立地適正化
計画  両輪 必要 鉄道はバスのように簡
単に変えられないため、駅の周りを拠点として
交通をつなげていくような位置付けをしてほ
しい。 
・ICOCA※1 の導入は、イニシャルコストが高い
ため計画していない。 
・サイクルツーリズムへの対応は収入が上がりや
すいものではないが、鉄道が果たす役割は重
要と考えている。 

今治タクシー 
事業協同組合 

・全国のタクシー事業者の約68％が赤字。10
年後  現在 半分  減少。 
・今治でも運転代行の影響や病院無料送迎
バス等により利用 減少。 
・人材不足も顕在化し、車両 購入 負担も
大   車両 買 替  中古車両 購入
で対応することが多いが、結局、塗装や整
備・車検 更新等 費用    。 
・救急車も忙しく、医師会からタクシーで妊婦を
運んでほしいという要望もある。 
・河南タクシーで実施している旅タク  今年
度 豪雨等 利用 少     好評。 

・デマンド交通は、正当な費用が得られるなら
前向きな会社が多いと思う。その場合、ジャ
ンボタクシー等だとバスより燃費が抑えられるこ
とも踏まえ、市     会社 車両購入 
支援してほしい。 
・中山間地  自動車依存が強いが、免許返
納者に対する    料金割引は実施すべ
き。 
・      高齢化 進行          
事故抑制装置が搭載されている UD タクシー
※2  増車        UD タクシーは費用
負担も大きいためその補助 行     。 

愛媛県 
旅客船協会 

・伯方高等学校、弓削高等学校、弓削商船
高等専門学校  通学利用 多  
・尾道から今治へのサイクリングが増えている
が、帰  手段   年間 2000 台ほど今治
から因島まで船に乗る需要がある。臨時便等
は出しておらず、定期船を利用してもらってい
る。 

・瀬戸内 地方航路 国 離島航路    
支援がなく、人口が減る中で維持が難しい。 
・岩城島と生名島の間に橋が建設される予定
となっており、ここでも利用 減少 見込  
る。 
・物資輸送や通勤・通学には海上交通は不可
欠だが、どこまでサービス提供するか整理 必
要。自治体       航路維持 意向を
聞     住民 納得のいく水準で対応し
 行    

※1 ICOCA JR西日本 発行  IC    乗車券 
※2 UD      車  使用者         備       高齢者等 乗降 円滑     地上高 低      配慮      等 

様々 人    利用    構造 有                 車両 
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２‐２ 市民 移動・交通の実態 

市民     調査 把握   市民 移動実態 交通に対するニーズ、考え方等を以下に示します。 

２‐２‐１ 移動・交通の状況 
通勤・通学時の交通手段では、70 歳代でも 7 割以上 自動車 利用   ます。また、通院での交通手段に
おいては、70歳以上    自転車         利用 増      
        対  満足度   運行 頻度 対  不満 割合 大     おり、年齢 高   その割
合が大きくなっています。   運賃     島  部 不満 回答    割合 大         

 年齢別】    年齢別】
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図 ２‐39 通勤・通学時の交通手段             図 ２‐40 通院時の交通手段 
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図 ２‐41 運行頻度 対  満足度           図 ２‐42 運賃 対  満足度

 関連  自由意見 
・大島でのしまなみライナーと、島内のバスの乗り継ぎがとても悪い。使いたくても使えない。 
 今治駅  路線   乗  移動      時        路線 通    停            
   時間     使       人  不便  感     特 観光客  …          
   表示   下    利用  方 少                
 市内 運行      停 路線図 料金表   載             嬉     

 ※図に記載されている”N”はサンプル数を示す
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２‐２‐２ 移動手段 不足 対  現状 対応
控    行動    回答      全体 ２割程度        80 歳代以上 控    行動   
割合 大   多  頻繁 家族 友人   送迎 頼   難     理由   挙      
将来の外出に対して全体で 7 割程度不安    回答     特に高齢者になるほどその割合は大きくなって
       島  部     不安 回答  割合は大きくなっています。 
一方、   鉄道 航路     等 公共交通 利用  生活 できる可能性があると回答している割合は全
体で約6割程度       特 高齢者になるほどできると回答している割合が大きくなっています。 
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図 ２‐43 控    行動 有無               図 ２‐44 控えている理由 
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図 ２‐45 将来 外出 対  不安
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図 ２‐46    鉄道 航路      使  生活の可能性 

 関連  自由意見 
・  停留所  距離   者      公
共交通 利用  言    難   思  
・車 運転             … 言  
 切実 心配          運転  
る訳でもなく大事故を起こさないうちに返納し
ようと思っています。その後は、バス＋タクシー
を使うようになると思います。 
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２‐２‐３ 公共交通に対する考え 
全体の9割程度が  路線 必要と回答しており、島しょ部では「とても思う」と回答している割合が大きくなってい
ます。 
行政 支援 対  考    ｢公的な社会基盤としてもっと使いやすくなるようにしていくべき。補助が増えてもよ
 ｣ ｢  程度 支援は仕方がない。現状のやり方を続けてもよい｣等の支援に対する肯定的な回答が8割程度 
多くなっています。 
今後公共交通を維持していくために、使いやすいダイヤ等への改善以上に、地域による確保の取り組みの促進・
支援が重要だと回答している人が多くなっています。 

【地域別】    【地域別】 
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50%
53%
50%

48%
60%
59%

48%
51%

69%
72%

63%
66%
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60%
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40%
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34%

39%
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25%
23%

33%
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21%

28%
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北部（N=66）
市街地（N=189）
南部（N=267）
西部（N=153）
東部（N=96）

朝倉（N=175）
玉川（N=141）
波方（N=133）
大西（N=138）
菊間（N=161）

吉海町（N=153）
宮窪（N=108）
伯方（N=141）
上浦（N=140）
大三島（N=131）
関前（N=25）

とても思う 思う どちらでもない
あまり思わない 全く思わない 分からない

33%
45%
41%
44%

32%

42%
49%
44%
44%
50%

35%
51%

40%
43%
42%
50%

35%
32%
37%
29%

44%

32%
36%

36%
28%

33%

47%
31%

39%
37%
34%

42%

29%
15%
13%

15%
19%

16%
13%

13%
21%
12%

10%
10%
15%
13%

9%

5%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

北部（N=63）
市街地（N=182）
南部（N=260）
西部（N=143）
東部（N=88）

朝倉（N=170）
玉川（N=134）
波方（N=130）
大西（N=131）
菊間（N=154）

吉海町（N=144）
宮窪（N=98）
伯方（N=135）
上浦（N=134）
大三島（N=121）
関前（N=24）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥
① 公的 社会基盤      使                補助 増   良 
②   程度 支援 仕方    現状   方 続      良  思 
③   以上補助 増      利用増加 経費削減 取 組  必要
④ 補助 減  必要      不採算路線 廃止 縮小 図      
⑤ 運行 交通事業者 行     補助        
⑥ その他

図 ２‐47   路線 必要性              ２‐48 行政支援 対  考 
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①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨ N=2,191

地域による交通手段確保の取り組みの促進、支援

使         改善 乗 継  改善等   利用 増  

地域  送迎 路線運営 行    検討 議論    

運行情報 使 方 周知等地域 身近 足    意識 向上

運行 効率化等 進  経費削減 努  

     普段 移動 公共交通 利用       

市民への公共交通に関する情報発信、学校や企業向けの啓発活動

利益 出 路線 運行強化 事業創出 力 入  

国内外 観光客 誘致 進  来訪者 公共交通利用 促進  

図 ２‐49 維持に向けて大事なこと 

 関連  自由意見 
・使用者減少       路線 縮小    得   利用者 少  路線 地域 使用者情報   
     収集       等  乗 物 変更 不定期 運行時刻 切 換   
・   運行数 少   思  利用者減 理由 一    行政補助 力     維持 進化すべき。 
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２‐３    航路 利用実態

利用実態調査等 把握     航路 利用状況 特性について、以下の区分で次頁以降に整理     

   路線 
方面 路線（系統） 起点・終点

市内循環線 富田唐子台線（桜井団地） 今治桟橋（桜井団地）今治桟橋
富田唐子台線（唐子台） 今治桟橋（唐子台）今治桟橋
富田唐子台線（馬越） 今治桟橋（馬越）桜井団地

菊間方面 菊間線 今治営（大西）菊間
菊間線（星之浦） 今治営（大西）星之浦

波方方面 小部波方ループ線 今治営（小部・渡し場）今治営
波方小部ループ線 今治営（渡し場・小部）今治営
小部波方ループ線 今治営（小部・郷山）今治営
波方小部ループ線 今治営（郷山・小部）今治営
小浦大浜線 今治営（大浜）今治営

玉川方面 竜岡線 今治営（木地口）葛谷
神子森線 今治営（鈍川）神子森

朝倉方面 朝倉線 今治営（下朝倉）浅地口
西条 新居浜方面 今治新居浜線 今治営（西条）新居浜駅

今治小松線 今治営（クアハウス・三芳）小松支所
今治新居浜線（周桑営） 今治営（桜井）周桑営

松山特急線 松山特急線 大三島・今治桟橋 松山市駅
松山特急線 今治桟橋 松山市駅

イオンモールシャトルバス イオンモールシャトルバス 今治桟橋       今治新都市
島  部方面（急行線） 急行線 大三島 今治桟橋

急行線 伯方（下田水） 今治桟橋
急行線 大島 今治桟橋
急行線 大島（下田水） 今治桟橋

大島 大島営・BS・下田水線 大島営（幸）下田水
大島営・早川線 大島営（余所国）早川
下田水・津倉・田浦線 下田水（津倉）田浦
大島営・友浦線 大島営（戸代口）友浦

伯方島 伯方循環線（北回 ） 木浦（有津）木浦
伯方循環線（南回り） 木浦（有津）木浦

大三島 宮浦・宗方線 宮浦（浦戸）宗方
宮浦・出走線 宮浦（大三島BS 瀬戸）出走
宮浦・大原・出走線 宮浦（大三島BS・大原）出走
宮浦・肥海線 宮浦（大見）肥海

 航路 
路線 路線（系統）

（有）くるしま 波止浜 来島 小島 馬島
津島渡船（有） 今治 津島
シーセブン（有） 尾浦 鵜島 宮窪
せきぜん渡船（フェリー） 岡村 今治
せきぜん渡船（旅客船） 岡村 宗方 今治
さざなみ渡船 津島 幸
大三島ブルーライン（株） 今治 宗方 岡村 木江
芸予汽船（株） 今治 友浦 木浦 土生
大三島フェリー（株） 盛 大久野島 忠海
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２‐３‐１   路線 利用実態
（１）市内循環線（3路線） 
一日 利用者数 約190名 利用       収益率 約 4割となっています 利用者数   減少傾向  りますが、大きな変化はみられません。 
利用目的 買 物 通勤、通院が多く、平日、休日ともに 70歳以上 利用 約 5割を占めています。 
朝夕  昼間 利用 多        平日 昼間 各便 5 10名程度 利用     ます。 
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（２）菊間方面（2路線） 
一日 利用者数 約170名 利用       収益率 約 5割となっています。菊間線 利用 年々減少  いますが、星之浦線ではH30  若干増加    ます。 
利用目的 通勤 通院 多  幅広 年齢層 利用      休日 買 物 通勤 利用       
朝に今治方面、夕方には菊間方面  利用 多         日中 一定 利用       
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（３）波方方面（5路線） 
一日 利用者数 約450名 利用       収益率 約 5割となっています。波方4路線 減少傾向にありますが、小浦大浜線は横ばいの状況となっています。 
利用目的 買 物 通勤 通院 多  平日 休日  65歳以上が約半数を占めています。 
波方4路線では、平日は8 10時頃や17時頃 利用 多     ます。 
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（４）玉川方面（2路線） 
一日 利用者数 約330名 利用       収益率 約 5割となっています 竜岡線 神子森線  H28 より増加がみられます（イオンモール今治新都市がH28.4 に開業）。 
利用目的 買 物 通勤 通学 多  比較的若 年齢層 利用      休日  特 買 物目的 利用 多        
平日は朝の 7 8時台 今治方面  利用 多  休日 朝に玉川方面、夕方には今治方面  利用         ます。 
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（５）朝倉方面 
一日 利用者数 約140名 利用       収益率 約 5割となっています 近年 利用者数 横ばいとなっています。 
平日 利用目的 通院 多  70歳以上 利用 約 4割となっています 休日  買 物  移動 多 利用    ます。 
各便 利用者数 平日 休日  数名   利用        
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（６）西条 新居浜方面（3路線） 
一日 利用者数 約630名 利用       収益率 約 5割となっています     路線 近年利用者数 減少が続いています。 
利用目的 通勤 通院 多  比較的幅広 年齢層 利用      休日 買 物や通勤、観光  利用 多        
各便 利用者数 今治新居浜線 平日 休日  10 20人程度 利用       平日7時台 新居浜方面 利用 特 多くなっています。 
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（７）松山特急線 
一日 利用者数  約 160名となっています 利用者数 近年増加傾向     ます。 
利用目的  平日 通勤 多 比較的若 層 利用      休日  観光目的  利用 比較的多     ます。 
各便 利用者数 平日 休日  10 20名程度 利用     ます 両方面 朝   昼過  便 利用 比較的多くなっています。 
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（８）イオンモールシャトルバス 
一日 利用者数 約120名 利用     ます。利用者数 H28  比 若干減少   ます。 
平日 休日  利用目的 買い物や通勤 多       比較的若 層 利用 多        
各便 利用者数 平日 休日  5 10名程度 利用     ます。休日の昼過ぎから夕方の今治方面では、20名/便程度 利用    ます。 
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（９）島しょ部方面（急行線） 
一日 利用者数  約 1,040名 利用     ます 利用者数の増加が続いていましたが、H29以降 減少しています。 
利用目的 通学 通勤 通院 多  17歳以下等 若 層 利用 多くなっています。 
平日 休日   朝今治方面 夕方宮浦方面  利用 多         日中 一定 利用       
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（１０）大島（4路線） 
一日 利用者数  約 310名 利用     ます。H28以降 利用者数 増加      収益率 2割強となっています。 
利用目的 、平日は買い物や通院が多く、17歳以下 若 層  高齢者 利用 多くなっています。休日 買 物 通学 加 観光利用       
各便 利用者数 各路線  0 5名程度 利用      便 多 です  通学 帰宅 時間帯 は利用 多 便    ます。 
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（１１）伯方島（2路線） 
一日 利用者数 約200名 利用       収益率 3割弱となっています 利用者数 年々減少   ます。 
利用目的 通学や通院が多く、17歳以下 若 層  高齢者 利用 多くなっています。 
各便 利用者数 各路線  5名程度 利用      便 多 です  通学 帰宅 時間帯 利用 多 便    ます。 
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（１２）大三島（4路線） 
一日 利用者数 約340名 利用     ます。H28 に利用者 増加もみられましたが、H29以降 減少     収益率 約3割となっています。 
利用目的 通学 多  主 17歳以下 若 層 利用    ます。 
各便 利用者数 各路線  0 5名程度 利用      便 多 です  通学 帰宅 時間帯 は利用 多 便    ます。 
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２‐３‐２ 航路 利用実態
  １）平日 

平日 利用者数  芸予汽船（今治 土生） 約400人/日 大三島    （盛 忠海） 約 300人/日 利用が多くなっています。 
主に芸予汽船は通勤・通学、大三島フェリーは観光     渡船（岡村 今治） 大三島      （今治 木江） 通勤 通院 利用       
利用便         良  回答    割合 高         通学時間 合   運行 病院 帰      良 時間 運行等            

表 ２‐7 平日 利用状況

路線 ルート 

運航 
距離 

利用状況 利用特性 

運航本数 
利用者数 

利用目的 利用便 利便性
一日計 一便   

（km） （本／日） （人／日） （人／便） ■    良 便利 ■時間        仕方  利用 ■制約          便 利用 ■その他

（有）くるしま 
波止浜 来島
 小島 馬島

3.8 20 68 3.4 
17 9 0 1 10 11 0

26

0

50

100

150
N=67

67% 22% 7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=45
＜複数みられるニーズ＞ 
・波止浜発の早い時間（6時頃） 
※現状は7時5分が始発 
・馬島発の遅い時間（19 20 時）
※現状は17時50分が終発 

津島渡船（有） 今治 津島 12.0 2 ※ 1 ※ 0.5 ※ － －

シーセブン（有） 
尾浦 鵜島 
宮窪 

4.0 14 37 2.6 
0 1 12 11 7 4 0 4

0

50

100

150
N=35

63% 30%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=30 ＜複数みられるニーズ＞ 
・宮窪発 8 時から 8 時半ごろ（高校
生、通院者） 
※現状は9時45分発 

せきぜん渡船 
（フェリー） 

岡村 今治 22.4 8 59 7.4 
12 5 0 5 16 8 0 14

0

50

100

150
N=58

66% 28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=53 ＜複数みられるニーズ＞ 
・今治発13時から13時半頃（県病
院等への通院の帰り） 
 ※現状は12時、14時45分発 

せきぜん渡船 
（旅客船） 

岡村 宗方 
今治 

26.4 8 79 9.9 
8

31
2 7 15 4 0 13

0

50

100

150
N=77

79% 14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=76

さざなみ渡船 津島 幸 4.0 6 ※ 6 ※ 1.0 ※ － －

大三島ブルーライ
ン（株） 

今治 宗方 
岡村 木江

16.3 22 66 3.0 
8

41

1 1 5 2 1 2
0

50

100

150
N=61

73% 21% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=52 ＜複数みられるニーズ＞ 
・今治発12時から12時半頃（通院
の帰り等） 
 ※現状は13時 5分発 

芸予汽船（株） 
今治 友浦
木浦 土生

19.8 16 405 25.3 
17

136
84

47 37 22 8

54

0

50

100

150
N=393

54% 31% 11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=386
＜複数みられるニーズ＞ 
・今治発7時から7時半頃（弓削商
船高専への通学生） 
 ※現状は7時55分発 

大三島フ ェ リ ー
（株） 

盛 大久野島
 忠海

7.0 20 311 15.6 

※営業データより 

通
学

通
勤

観
光

(

人

)

そ
の
他

の
利
用

公
共
施
設
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い
物

通
院

ビ
ジ
ネ
ス

235

21 2 6 3 0 3 27

0

100

200

300
N=295

60% 8% 28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=283
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  ２）休日 

休日 利用者数 大三島    （盛 忠海） 約1,300人/日と多く、近年人気の観光地となっている大久野島（広島県竹原市）訪れているもの 考         芸予汽船（今治 土生） 200人/日 利用 多        
利用目的  全体 観光  利用 多        
利用便         良  回答    割合 高         観光等 行動     合   時間帯 運行          

表 ２‐8 休日 利用状況

路線 ルート 

運航 
距離 

利用状況 利用特性 

運航本数 
利用者数 

利用目的 利用便 利便性
一日計 一便   

（km） （本／日） （人／日） （人／便） ■    良 便利 ■時間        仕方  利用 ■制約          便 利用 ■その他

（有）くるしま 
波止浜 来島
 小島 馬島

3.8 20 110 5.5 
36

1 0 1 0 0 0
30

0

50

100

150
N=68

63% 13% 14% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=63 ＜複数みられるニーズ＞ 
・波止浜発の早い時間（5 時から 6
時頃） 
※現状は7時5分が始発 

津島渡船（有） 今治 津島 12.0 2 ※ 1 ※ 0.5 ※ － －

シーセブン（有） 
尾浦 鵜島 
宮窪 

4.0 12 23 1.9 
5 0 0 4 0 0 0 12

0

50

100

150
N=21

57% 22% 13% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=23

せきぜん渡船 
（フェリー） 

岡村 今治 22.4 8 97 12.1 50

2 0 1 5 7 0
32

0

50

100

150
N=91

67% 21% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=86

＜複数みられるニーズ＞ 
・今治発 15 時 16 時頃（四国側
の観光の帰り） 
 ※現状は17時50分発 
・岡村発 18 時 19 時頃（呉市側
の観光の帰り） 
 ※現状は16時15分発が最終 

せきぜん渡船 
（旅客船） 

岡村 宗方 
今治 

26.4 8 67 8.4 
13 12 0 4 2 10 0

31

0

50

100

150
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２‐４ 集客施設等 利用実態・ニーズ 

２‐４‐１ 集客施設 実態 意見
ヒアリング 実施  集客施設 主 利用実態・ニーズを以下に示します。 

表 ２‐9 集客施設のヒアリング結果概要（１／２） 

対象施設 
・団体等 

結果概要 
利用実態 利用促進 向  課題

愛媛県立今
治病院 

   利用 3割程度 自家用車利用 ５割
程度   他（徒歩     等） ２割程
度 思    蒼社川  北側 市内在住
者 利用 比較的多   島しょ部を含め
 市域全体  利用 見 れる。一方、市
外   利用    見     
 高齢等 理由 運転 難  方 家族 送
迎で来院する人が多い。 

・JR今治駅と病院間 比較的   便数 
多いが、JR今治駅から先の地域は便数 少
  利用     。特に大西 菊間方面 
らバスで来院する場合は、JR今治駅 一度
乗り換えなければならず負担が大きい。 
・入口の待合スペースに時刻表を掲示している
が、ダイヤ改定時の時刻表入手等を誰がす
るのかは課題である。 

済生会今治
病院 

・家族による送迎を含め、自動車 利用 大
きな割合を占める。また、バス停まで歩くのが
難しく、家族に送迎も頼めない場合、タクシー
 利用  人 一部存在     
・蒼社川より南側の市域南東部からの来院が
多い。 

・患者のことを考えると、ドアトゥードアでアクセス
できる乗合タクシー※1       運行  
るとありがたい。 
・バスが病院内へ乗り入れてくれるとありがた
い。外来患者の来院が集中する時間だけで
もよい。 

岡山理科大
学獣医学部 

・下宿先は別宮町や宮下町などの大学付近
が多い。バスで通学する学生は少なく、ほと
   自転車を使っている。 
・入学前に渡す学校案内の中に公共交通に
関  資料 入  おり、入学手続きの際に
 定期券 販売 行    。しかし、定期
券を買う学生はほとんどいない。 

・以前は授業の終わる時間にバスがなかったた
  増便        
・バスで通勤する職員が数名いるが、17 時の
就業後    利用    思   18 時 30
分 便 待 必要    利用     

㈱今治．夢ス
ポーツ（FC 今
治） 

・来場者は１試合3,000人程度    今治
市内からの来訪が75％程度と多い。 
・家族連れでの来訪者が半分以上を占めてお
り、来訪手段      自家用車である。 
・ウェブサイトに、バスの所要時間、バス停からの
距離   載            情報 
ない。 

 臨時駐車場             間 
バスで自動運転※2  実証実験 行  
・市街地とスタジアムを自動運転バス・タクシ
ーで結び、交通事故削減、高齢者・飲酒者
 交通手段確保 目指 実証実験 行  
・今治市内の幼稚園やスイミングスクールなどで
稼働率 低    市内   効率的 運
用する。 
・駅からイオンモールだけでなく、市街地以外も
巡回してスタジアムに向かうバス 運行   
                     乗降
場を整備する。 

※1 乗合     路線  と同様の事業形態で乗合旅客を運送するもので、11人未満の車両が用いられる場合の運送形態。個人や１つのグ
    運送  一般的      異   不特定多数 旅客 運送 可能。 

※2 自動運転 人間 運転操作 行     自動 走行   自動車 
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表 ２‐10 集客施設のヒアリング結果概要（２／２） 
対象施設 
・団体等 

結果概要 
ニーズの実態 利用促進 向  課題

サンライズ糸山 ・サンライズ糸山は県外   利用客 多  
台湾や香港等 海外   利用者 多  
・今治方面からは大島  行  帰    利
用     多  大三島 伯方島  走行
する人は少ない。 
・サンライズ糸山へは、自動車もしくは JR 波止
浜駅  鉄道 利用  駅からは徒歩で来
訪する人が多い。 
・ゴールデンウィーク等の連休は 200 名ほどレ
       利用待 が発生していることも
ある。 

・レンタサイクルの営業開始時間に公共交通で
も来られるよう、今治駅からのバスを 7時台に
 運行してほしい。季節限定 臨時便  
  利用      と思う。 
・小浦大浜線をJR波止浜駅 立 寄 ように
    徒歩 来訪    人 利用   
ではないか。 
 行         帰  船 利用    
ズがある。井ノ口港から今治港までの船を運
航   利用          

タオル美術館 ・１ 月 約２万人程度 来訪がある。主に
県外からの来訪が多く、全体の約７割を占め
ている。 
 来訪者 年齢層 平均40 50歳代だが、
企画展示 内容    年齢層 偏 。 
・来訪者の手段は自動車      占  
いる。タクシーでの来訪者も一部存在する。 
・併設しているレストランやカフェを目的に来訪
  今治市民 方     。 

・          職員駐車場  満車に
     状況    道路 列      
    列   諦  帰 人       
デンウィークだけ実験的    運行    
も考えられる。 
・観光客の移動ニーズに対応するため、主要な
観光施設を巡るバスを走らす  良  考 
る。施設側 運行経費     負担して運
行  形 考     

クアハウス今治 ・施設の来訪者は自動車 送迎      
ど    路線   利用者 数%程度  
る。 
・地域としては、桜井 隣接  西条市西部
   利用者 多 。 
・送迎バスの運転は職員が通常業務の合間
 行    、現在10名程度 運転  
る。 

 運行日限定 波方 波止浜方面      
もあるが、それ以外の地区への対応も必要か
もしれない。 
 定期便 ３便/日    第１便 開館時
間 合         第３便 基本的 
帰りの需要であるが、もう少し遅い時間のニ
ーズは多少みられる。 

㈱ し ま な み
（道の駅多々
羅    公
園、伯方 S・C
パーク） 

・車  利用 多  大三島等への宿泊者が
バス待ちに使うことはある。また、利用者 3
4割はサイクリストである。 

・よしうみいきいき館はサンライズ糸山から片道
4km 程度 愛媛側   目的地   使 
   一方 多々羅    公園 広島側
   利用者 多      折 返    
う。 

 道 駅  昨年 各種       決済 
導入     利用者   好評      
のキャッシュレス※化が進めば、   気軽 利
用できるような連携も考えられる。 

※                 電子    口座振替 利用   紙幣 硬貨    現金 使   支払  受 取  行 決済方法
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２‐４‐２ 観光客 行動     ニーズ 
過去に今治市を訪れたことのある観光客へのアンケート調査で把握した移動状況やニーズ等を以下に示します。 

（１）滞在の状況 
今治市  滞在日数  一般観光客 約半数 半日程度 回答     短時間 滞在 多        
一方、サイクリング観光客は約半数が1日程度 回答     一般観光客 比  滞在 長       。 
立 寄  場所  今治城 多  次  来島海峡展望館 道 駅等     海道沿  観光施設 多  
っています。 

【一般観光客】                         【サイクリング観光客（レンタサイクル）】 

54% 38% 7%
1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

半日程度 1日程度 2日程度 3日程度 それ以上

N=100

27% 46% 21% 6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

半日程度 1日程度 2日程度 3日程度

N=67

図 ２‐50 今治市での滞在日数 

【一般観光客】                         【サイクリング観光客（レンタサイクル）】 
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図 ２‐51 観光中 立 寄  場所
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（２）利用  交通手段
今治市   交通手段  一般観光客       観光客   自動車 多             ング観
光客 場合 鉄道 利用 多       
今治市内で公共交通 利用     人に理由を聞いた結果、どちらも公共交通が選択肢になかったことや時
間がかかることが多く挙げられています。 

【一般観光客】                         【サイクリング観光客（レンタサイクル）】 
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図 ２‐52 今治市までの交通手段 

【一般観光客】                         【サイクリング観光客（レンタサイクル）】 
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図 ２‐53 公共交通 利用     理由
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（３）今後の観光意向 
また今治市に訪問したいと考える回答者は、一般観光客、サイクリング観光客ともに約 9 割と来訪ニーズは非常
に高くなっています。 
次回、行   場所     今治城や鈍川温泉、今治タオル本店等のしまなみ海道沿い以外のスポット、また、
今治焼豚玉子飯や今治焼き鳥、伯方の塩ラーメンのグルメ等も多く挙げられています。 

【一般観光客】                         【サイクリング観光客（レンタサイクル）】 

27% 66% 2%
5%
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ぜひ訪問したい 機会があれば訪問したい   行    思 わからない

N=100

55% 43% 1%
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ぜひ訪問したい 機会があれば訪問したい   行    思 

N=67

図 ２‐54 今治市への次回の来訪意向 

【一般観光客】                         【サイクリング観光客（レンタサイクル）】 
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図 ２‐55 次回 来訪時 行   場所
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２‐４‐３ 大学生 行動    
大学生へのアンケート調査で把握し 通学時 交通手段 行動    等 以下 示    

（１）通学時の交通手段 
電動    付  含 自転車 利用 特 多         通学時 公共交通情報 受  人     
    利用  割合 比較的大         

【通学時の交通手段】                     公共交通情報 提供有無      利用状況 
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図 ２‐56 通学時の交通手段 

（２）授業後 行動    
大学の授業が終わった後 行動は、帰宅 多         買 物       娯楽等 行     多  
られます。また、アルバイトや娯楽、買い物等の目的地となる施設はイオンモール今治新都市やJR今治駅周辺等、
       運行   付近 多        大学 出発  人 多 時間帯 運行     等     
運行              

【行動    】                   【アルバイト、娯楽、買物等で目的地となる施設】 

【大学を出発する時刻】 

図 ２‐57 授業後 行動パターンおよび目的施設 
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河合宿マナビス
今治校

個別教室のトライ
今治駅前校

ナビ個別指導学院
今治駅前校

桑名ボウル
バンビーズ今治店

フジグラン今治
マックスバリュ
今治阿方店

イオン今治店 ダイレックス
今治店

重松飯店
Aコープ
いまばり愛彩店

ナカムラコーヒー

レディ薬局
今治中央店

東進衛星予備校
今治西校

いよてつ高島屋
今治店

※複数回答 

8%
3%
6% 9% 15% 11% 31% 10% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
15:00 15:30 15:30 16:00 16:00 16:30
16:30 17:00 17:00 17:30 17:30 18:00
18:00 18:30 18:30 19:00 19:00 19:30

N=93

       運行時間帯   方面

駅方面

駅方面

駅方面

駅方面
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２‐４‐４ 高校生 行動    
高校生へのアンケート調査で把握した交通手段を以下に示します。 

（１）通学時の交通手段 
通学時 利用  交通手段  ほぼ自転車となっています。 
   雨天時 利用  交通手段 同様 自転車 多         通常時 比  自家用車  送迎 
転換する人が2 3割程度      

 利用  交通手段（行  帰 ）           【雨天時 利用  交通手段】 

10.4%

90.4%

0.2%

15.2%

0.3%

0.0%

5.1%

13.5%

0.6%

0.0%

11.0%

90.0%

0.2%

14.8%

0.3%

0.0%

5.3%

13.4%

0.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩

自転車

バイク・スクーター

自家用車（送迎）

スクールバス

タクシー

バス

JR

フェリー

その他

行き 帰り N=3,806

10.4%

90.4%

0.2%

15.2%

0.3%

0.0%

5.1%

13.5%

0.6%

0.0%

13.5%

63.1%

0.3%

39.6%

0.3%

0.0%

5.2%

13.3%

0.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

徒歩

自転車

バイク・スクーター

自家用車（送迎）

スクールバス

タクシー

バス

JR

フェリー

その他

雨天時の交通手段の変更

通常時 雨天時

※「自転車」から

「自家用車（送

迎）」への転換

N=3,806

図 ２‐58 通学時の交通手段 

（２）通学時以外    公共交通 利用
通学以外  公共交通利用 年 数回 含   4 割程度       利用はされていません。 

0.8%
1.2%

4.5%

15.5% 15.5% 41.7% 20.9%

ほぼ毎日 週3～4日 週1～2日
月に数回 年に数回 ほとんど使わない
使わない

※公共交通利用は年に数回を含めても4割

N=3,801

図 ２‐59 通学時以外    公共交通 利用
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地域交通の現況
○地域の概況 等
■人口等の状況
・世帯数 人口   近年減少傾向
・高齢化率 上昇傾向    R22には
40％ 超  見込 

■観光の状況
・観光入込客数は約258万人（H30)で
   近年 横  傾向
・レンタサイクル貸出数はH27まで増加し、
近年 6万台前後を推移

■主要施設の状況
・イオンモール今治新都市(H28.4開業)
・FC今治スタジアム（H29.9完成）
・岡山理科大学（H30.4開学）

○公共交通の状況
■自動車
 自動車 保有台数 依然として増加
■鉄道
・JR予讃本線８駅
・今治駅2,300人/日(H30)利用
■バス
・瀬戸内運輸 陸地部21系統
・瀬戸内海交通 島しょ部15系統
・輸送人員は減少傾向
・市が約13,900万円(H30)補填、増加傾向
・ドライバーの人材不足が顕在化
■定期航路
・他市町3航路 市内5航路 計8航路
・輸送人員、航送台数ともに減少傾向
・市が約12,500万円(H30)を支出、増加傾向
■タクシー
 陸地部24者、島しょ部3者が営業

市民 移動実態

 多  自動車 利用  通勤  70歳代でも7割以上 自動車 利用
・通院では70歳代以上になると、自転車         利用 増  
・運行頻度  不満 多  高齢者     不満度 高 
・80歳代以上は行動 控    割合が大きく、7割 将来 移動 不安    回答
・車    場合、バス      利用  生活をできる可能性があると6割が回答
・9割が  路線 大事と回答、8割程度 バスへの補助が増えてもよい or 現状を続けてもよいと回答
・年齢 地域 関       維持   地域による確保の取り組みの促進・支援が重要と回答

   航路 利用実態
■  利用者調査
・陸地部   多  路線 一便   利用者数 10人程度以下  収益率 50％程度。利用推
移は全体に減少または横ばいだが、玉川方面では、イオンの開業などで増加がみられる
・島しょ部では0 5名／便程度 路線 便 多  特 休日 利用が少ない
収益率は20 30％      利用 小中学生の通学や高齢者の通院などが中心となっている
・急行 特急 利用増加 続      近年 減少     日中 利用       便 存在
■航路利用者調査
・平日は通勤・通学、通院等に利用 多  高校への通学や、病院からの帰りに合   運行    
ズがみられる
・大三島フェリー（盛 忠海）の観光利用が多い

集客施設等の状況・ニーズ
■岡山理科大学獣医学部（           ）
・シャトルバス沿線地域に住む学生も多いが、多くが自転車通学。しかし、バスの案内があった場合は、
  利用率 高 
・授業後、イオンや駅周辺等、バス沿線での活動も多いが、ニーズ 高 時間帯     良 便 な
い。特  大学       移動 利用   便 運行 ない

■FC今治ありがとうサービス．夢スタジアム（ヒアリング）
・自動車での来訪がほとんど
・最新技術等も活用しつつシャトルバスの強化     良 

■済生会病院・県病院（ヒアリング）
 急行等が乗り入れる県病院では3割程度 公共交通 利用    済生会  多  車 利用
・患者の交通を考えるとドアトゥードアのきめ細かいサービスや病院入口までの乗り入れ等が望まれる

■サイクリング観光（ヒアリング・アンケート）
・サンライズ糸山への  便 少  、レンタサイクルの受付に間に合わない場合あり
・レンタサイクル利用者 車      鉄道での来訪 多      駅  利用          
選択肢として認知・考慮されてない
・鈍川温泉や今治タオル本店、グルメ等、しまなみ海道沿い以外の資源も含め、再訪ニーズが高い

■タオル美術館（ヒアリング）
・ゴールデンウィーク 車 駐車場 入   時もある
・施設が一定の負担をして、観光施設をめぐるバスを走らせることも考えられる

○車社会 進展 伴  
自動車 普及

○少子高齢化の進展

○サイクリング等、観光
ニーズの高まり

○新  利用 見込  
集客施設が立地

○公共交通 利用者 減
少傾向

○収益率 低  事業者 
 赤字補填 年々増加

○人材不足 顕在化

○日常的 自動車 利用
○運行頻度 運行時間 
 満足度 低 

○   航路 利用   
る人は、通学や通院で
仕方なく利用

○急行 特急   利用
者 近年減少傾向

○行動 控    高齢
者が多く、将来の移動に
不安 抱  人 存在

○休日  観光利用 み
   利用 集中  箇
所もある

○バスを維持していくことが
必要と考える人が多い

○大学への通学や観光の
周遊等に公共交通があ
  利用      

○移動ニーズの高い時間
帯 方面 運行  便
がない

○シャトルバス強化や施設
への乗り入れ等の連携
のニーズがある

２‐５ 現状のまとめ 

２‐５‐１ 各項目の概要 
前節までの各項目について、概要を以下に示します。 
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２‐５‐２ 今治市の公共交通に関するこれまでの状況（現状のまとめ） 
今治市  自動車 普及 人口減少 少子高齢化等 影響    公共交通 利用者 減少     市民
 移動手段 確保       行政 補助等 活用    維持    状況           状況 対  
地域 交通事業者 行政等 連携 不十分であった   改善等 対応        人材不足等 影響  
  減便等     低下   利便性 低下          
         今治新都市 開業 岡山理科大学獣医学部 開学     海道等 観光資源 台頭等 
人が集まる資源があるものの、十分に生かすことができていません。 
これらにより、路線維持が難しい状況が発生するとともに、島しょ部や高齢者を中心に、生活への支障や住み続
ける    不安       きていると考えられます。 
一方で、このような状況を受けて、バス路線等の必要性の認識が高まっていることも踏まえ、今後の公共交通網
の形成に向けて、課題や対応を整理していくことが必要と考えられます。 

少子高齢化自動車 普及

人手不足

公共交通の
利用減少

赤字補填増、
理解 連携 不足

サービスの低下
利便性低下

生活への支障・
将来  不安

路線維持の
危機

負の
スパイラル

しまなみ海道の
世界的観光資

源化

イオンモール
今治新都市
開業

岡山理科大
学獣医学部
開学

FC今治

連携が
十分でない

集客施設・機会

必要性 認識

仕方  利用
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3 まちづくりの方向性 

3‐１上位計画 

3‐１‐１第２次今治市総合計画 

第２次今治市総合計画では、まちの将来像として、「ずっと住み続けたい “ここちいい（心地好い）” まち いま
ばり あの橋を渡って 世界へ 未来へ」を掲げており、その実現を目指すための施策展開の方向「この地を思う」にお
いて、安全・安心・快適に暮らしていける基盤づくり     交通体系 維持 確保 行    ことを主要な施策と
して掲げています。 

図 3‐1 まちの将来像および実現に向けた主要施策 
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3‐１‐２今治市都市計画マスタープラン 

今治市都市計画マスタープランでは、都市づくりの目標として、「適正な拠点地区を配置したまとまりのある土地
利用 形成   交流 連携 促進 安心  都市生活 支  都市施設整備   地域 活性化 牽引 良好
な環境を形成する市街地開発事業等の導入」、「自然・歴史・文化を生かした潤いのある都市空間の形成」の４
つを掲げており、これらの目標を踏まえて定めた将来の都市構造として、中心核や副次核、生活拠点等を形成する
とともに、都市軸、広域交通軸、都市内交通軸等を形成していくこととしています。 

図 3‐2 都市づくりの目標および将来都市構造 
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3‐２ その他の関連計画 

3‐２‐１今治市観光振興計画 

今治市観光振興計画では、計画目標として「今治     力 強化 情報発信    集客力 高    」、
 訪  人々       心 迎       近隣地域       生活 文化 観光交流 流      育 
ること」の３つを掲げており、これらの目標を実現するための基本方針「快適観光への環境整備」において、道路 交
通網整備や JR今治駅・港などの観光拠点の整備、わかりやすい情報提供等の取組を進めていくこととしています。 

 計画目標  

図 3‐3 計画目標および基本方針 
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3‐２‐２第二次今治市環境基本計画 

第二次今治市環境基本計画では、「低炭素社会の形成 美しい地球を未来へつなぐまちづくり」を基本目標の
ひとつに掲げており、目標の達成に向けた施策として、路線   鉄道       低炭素 移動手段 推進  
いくこととしています。 

図 3‐4 基本目標と施策
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3‐２‐３第二次今治市健康づくり計画「バリッと元気」 

第二次今治市健康づくり計画「バリッと元気」では、 市民一人   が自己の選択に基づいて、主体的に健康づ
くりに取り組むとともに、地域全体でこれを支援する環境を整備し、個人と地域の健康づくりを推進する」ということを
基本理念   おり、身体活動・運動の分野における取り組みとして、「身体活動量を増やす」、「運動習慣がある
人を増やす」ことを目標としています。 

図 3‐5 基本理念   取組内容



今治市地域公共交通網形成計画（2020年●月）    

67 

3‐２‐４愛媛県地域公共交通網形成計画 

愛媛県地域公共交通網形成計画では、「東予地域、中予地域、南予地域の地域間を強く結ぶ広域交通軸の
形成   生活圏域 円滑 移動   地域内交通網 形成   居住地区    細  移動 実現   支
線（     路線）  乗 継 拠点 形成  基本方針   掲  おり、これに基づき、利用状況 合   
運行水準 見直  利便性 向上 向  拠点 強化等を実施していくこととしています。 

図 3‐6 基本方針および東予地域における公共交通ネットワークの構築方針 
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3‐３公共交通に求められること 

上位計画・関連計画を踏まえ、公共交通に求められることを以下のように定めます。 

第２次今治市総合計画

【課題】
●だれもが安心できる快適な暮らしの維持・確保
●持続可能 行政運営 体制構築 等
【将来像】
●ずっと住み続けたい”ここちいい（心地好い）”まち
いまばり あの橋を渡って 世界へ 未来へ

【関連施策】
●交通体系の維持・確保

今治市都市計画マスタープラン

【目標】
●       土地利用 安心  都市生活 
支える都市施設整備

【将来像】
●都市拠点の形成、都市軸・交通軸等の形成 等

●誰もが気軽に使いやすく日常生活を支える ●拠点    骨格 形成         土地利用 促 
●しまなみ海道を軸とした市内外の回遊を促す ●既存資源を活用した相乗的な連携を図る
●地域 民間事業者 連携  持続可能 運営

公共交通に求められること

愛媛県地域公共交通網形成計画

【方針】
●東予地域、中予地域、南予地域の地域間を
強く結ぶ広域交通軸の形成

●生活圏域 円滑 移動   地域内交通網 形成
●居住地区でのきめ細かな移動を実現させる支線
（     路線）  乗 継 拠点 形成

第二次今治市環境基本計画 第二次今治市健康づくり計画

●低炭素社会 形成       路線   鉄道 
はじめとした低炭素な移動手段を推進

●身体活動量 運動習慣   人 増   主体的 
健康づくりを進める

連携・整合

則する・具体化

今治市観光振興計画

●道路・交通網整備やJR今治駅・港などの観光拠点の
整備、わかりやすい情報提供等の取組を進める

図 3‐7 公共交通に求められること 
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４ 公共交通に関する課題 

４‐１ 課題整理 視点

２章 整理  現状から ３章 整理  公共交通 求       備       向  課題 整理  必要
があります。    課題整理 考 方 以下    整理しました。 

公共交通のこれまでの状況 公共交通に求められること

これらのギャップを埋めていく取り組みが必要

○誰もが気軽に使いやすく日常生活を支える

○拠点をつなぐ骨格を形成し、まとまりのある土地
利用 促 

○しまなみ海道を軸とした市内外の回遊を促す

○既存資源を活用した相乗的な連携を図る

○地域 民間事業者 連携  持続可能 運営

○誰もが気軽に使いやすく日常生活を支える
⇒利用者 減少  中  減便等             機能 低下
⇒運行頻度 運行時間 対  不満 抱  市民 多  利用            
⇒   加   公共交通 不便 地域 存在     将来 外出 対  不安 高     

○拠点    骨格 形成         土地利用 促 
⇒JR今治駅を中心として、放射状にバスネットワークを形成
⇒急行 特急   利用 増加 続      近年 減少傾向
⇒拠点 急行 特急  等  乗 継      便 存在
⇒駅・大学・イオンモールを          運行       大学生     利用      

○しまなみ海道を軸とした市内外の回遊を促す
⇒      観光客 多  今治市  再訪          興味 高        車  来訪
であり、公共交通での回遊がみられない
⇒観光施設     便 少        確保       公共交通 選択肢   認知 考慮
がされていない

○既存資源を活用した相乗的な連携を図る
⇒大学やFC今治、イオンモール等の集客施設があるが、ニーズの高 時間 運行      便も一
部存在
⇒シャトルバスの強化等、集客施設からの連携に関するニーズがある
○地域 民間事業者 連携  持続可能 運営
⇒利用者減少 伴 赤字補填 年々増加傾向     公共交通 維持    必要    考 
 市民 多 
⇒     等 人材不足 問題 顕在

公共交通に求められることに対する現状

少子高齢化自動車 普及

人手不足

公共交通の
利用減少

赤字補填増、
理解 連携 不足

サービスの低下
利便性低下

生活への支障・
将来  不安

路線維持の
危機

負の
スパイラル

しまなみ海道の
世界的観光資
源化

イオンモール
今治新都市
開業

岡山理科大
学獣医学部
開学

FC今治

連携が
十分でない

集客施設・機会

必要性 認識

仕方  利用

図 ４‐1課題整理の考え方 
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４‐２ 課題 整理

前頁 整理   公共交通 求            現状 踏    れらのギャップを乗り越え、公共交通を
求められるものに近づけていくための取り組みが必要であり、これが今治市の公共交通における課題と考えます。 
現状   整理       流  踏     以下    観点  緩和・解消するとともに、負のスパイラルか
ら脱却し、まちづくりに寄与していくことが必要と考えます。 

①表面化している問題への喫緊の対応 
        機能 低下 交通不便地域 発生等 表面化    問題 対応  ため、幹線・支線の役
割設定等  持続可能 運行体系 見直    交通不便地域 移動手段 不足  層  対応  必要  
ります。 

②これを実効的に進めるために必要となる、背景や要因となる状況への対応 
   路線 維持 持続可能 公共交通       構築         表面化  問題  対処   
       着実 推進      地域住民 事業者 行政   連携向上   市民意識 活性化   運転手
等の安定確保」などの根本的な問題の解決も求められます。 

③まちづくりに寄与する取り組みの展開 
    誰  気軽 使    日常生活 支         土地利用 活性化 促       向   安
全で分かりやすく・使いやすい環境づくり」や 周知 利用促進         先導  路線 整備 育成    進
めていくことが望まれます。 

これらを踏まえた、今治市の公共交通の課題を以下に示します。 

図 ４‐2 今治市の公共交通の課題 
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５ 公共交通網の形成に向けた基本的な方針と施策 

５‐１ 公共交通の将来像 

『ずっと住み続けたい “ここちいい（心地好い）”まち いまばり』を支え、持続可能でみんなに愛される公共交通ネッ
トワークを形成していくことを公共交通の将来像として掲げる。 

５‐２ 基本理念 

課題 将来像 踏   地域 交通事業者 行政    市民全員 誰  利用    持続的 公共交通 
創出     住 続          貢献      守  育       基本理念   取 組  

基本理念  
みんなでつくり、守り、育てる公共交通

５‐３ 取組方針と公共交通ネットワーク 

５‐３‐１ 基本的な取組方針 
前項 将来像 基本理念 踏   各課題 対応  取組方針     安全 快適 暮   支  公共交通
をつくる」、「まちづくりと連携する持続可能な公共交通をつくる」、「みんなで公共交通を守り、育てる」を柱として掲げ、
施策を推進していく。 

安全で快適な
暮らしを支える
公共交通をつくる

まちづくりと連携
する持続可能な
公共交通をつくる

みんなで
公共交通を
守り、育てる

取組方針① 取組方針② 取組方針③
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５‐３‐２ 公共交通ネットワークの考え方 
以下 考 方 基本    地域 交通事業者 行政 協議 連携     路線 利便性向上 見直 等 
行  地域 実態 需要 応        使    持続可能        形成     

【公共交通の区分・役割】 
移動区間 利用目的等に応じて公共交通を以下のとおり整理  。 

表 ５‐1 公共交通の区分役割 

分類 役割 交通 

基
幹 

広域交通 
・市域を跨ぐ都市間の移動を支える基幹交通。 
・通勤通学等日常生活だけでなくビジネス、観光等多様な目的
の移動を担う。 

・鉄道 
・高速バス、特急バス 
・航路 

幹線交通 
 市民生活 支  幹線軸として拠点間を結ぶ基幹交通。 
・通勤通学、買物、通院等の日常生活を支えるとともに、広域交
通と接続することで観光、ビジネス等多様な目的の移動を担う。 

・鉄道 
・急行バス、路線  
・航路 

支
線 

支線交通 
・地域 生活拠点（交通結節点） 中心   地域内 運行
する交通。 
・主に日常生活での移動を担う。 

・路線  
・航路 

コミュニティ交通 
 他 交通 難  地域（交通不便地域）において、生活基盤
を支えるために、幹線・支線に接続する交通。 
・需要に応じた交通モードを地域とともに検討する。 

・乗合タクシー、デマンド交
通、自家用有償運送等 

タクシー 
・時間の制限なく、個別輸送によるドアツードアのきめ細やかな移
動を担う。 

・タクシー 

【公共交通ネットワークの基本的な考え方】 
  需要 運行実績 基     路線 幹線交通 支線交通 整理 、運行水準 適正化 図る。 
・地域 連携  利用実態     確認     路線 効率化        見直  行 。 
・異  交通   間 連携 強化  公共交通      全体        利便性 高  。 

図 ５‐1 ネットワーク形成の基本的な考え方 
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【公共交通ネットワークイメージ図】 
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５‐４ 施策の概要 

５‐４‐１ 施策展開の考え方 
   取組    可能    対応 必要性 高  効率的 運行  見直  地域 交通事業者 行政 連
携創出、利用促進対策から進めていくことを基本とする。これらから、より使いやすい環境づくりやまちづくりへ展開してい
      公共交通 守  育  市民 意識醸成 継続的 進     

方針１．安全で快適な暮らしを支える公共交通をつくる

方針２．まちづくりと連携する持続可能な公共交通をつくる

方針３．みんなで公共交通を守り、育てる

目標１．暮らしを支える公共交通の確保（地域公共交通網
の再編）

目標２．地域住民 事業者 行政 連携向上

目標７．公共交通 守  育  市民意識 活性化

目標６．      先導  路線整備 育成

目標５．誰   分     利用    環境整備

目標８．担い手の確保

目標３．交通不便地域 移動手段 不足  層  対応

目標４．新  利用者 確保

図 ５‐2 取組方針と目標 
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５‐４‐２ 施策体系 
前項の施策展開の考え方を踏まえ、各取組方針と目標に応じて進めていく施策の体系を以下に示す。 

図 ５‐3 施策体系 

方針1．安全で快適な暮らしを支える公共交通をつくる

① 効率 良 役割（幹線 支線） 設定        再編
② 地域 実態 需要 応  運行 効率化 利便性 向上

⑤ 多様なモード・ツール等による移動確保の検討
⑥ NPO  地域   運行 足 確保 関  地域状況 踏   検討 調整 支援

③ 地域 連携  路線   運行   設定等に  見直  改善 実施
④ 地域 交通事業者 行政             情報共有機会 確保 拡大

目標 1.暮らしを支える公
共交通の確保（地域公
共交通網の再編）

目標 2.地域住民 事業
者 行政 連携向上

目標 3.交通不便地域
 移動手段 不足  
層への対応

方針2．まちづくりと連携する持続可能な公共交通をつくる

⑨ 複数 交通事業者 交通    統合  路線    情報等       発信
⑩ 最新技術等 踏    利便性向上策 検討
⑪ 待合環境 車両 駅 整備 改善       対応 推進

⑫        見直  応  支所 道 駅等 拠点   乗 継 環境      
の整備検討

⑬ 今治新都市の拠点としての交通機能の強化検討

⑦ 集客施設等 利用特性     応        情報     提供 実施
⑧ サイクリング等の観光需要に対応した周遊ルートの検討・情報発信

目標 4.新  利用者 
確保

目標 5.誰にでも分かりや
  利用    環境整
備

目標 6.まちづくりを先導
  路線整備 育成

方針3．みんなで公共交通を守り、育てる

⑭ 公共交通 運行情報等 効果的 周知 利用者    収集   市民意識 
醸成 

⑮ 小中学校  乗 方教室 出前講座並  官民一体      通勤 推進

目標 7.公共交通を守り・
育  市民意識 活性
化

⑯ 県 連携  求職者        若年層  魅力発信等 活動支援目標8.担い手の確保
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５‐５ 施策の内容 

５‐５‐１ 方針１．安全で快適な暮らしを支える公共交通をつくる 

＜目標１＞暮らしを支える公共交通の確保（地域公共交通網の再編）

■施策① 効率 良 役割（幹線・支線）の設定、ネットワークの再編 

目的 
持続可能 公共交通 実現 向    路線 役割 幹線 支線 整理  運行 効率性 向上 
せるとともに、公共交通      全体 見直    利便性 向上    

内容・方法 

 市民生活 根幹 支  公共交通 将来 渡 維持     め、  路線 役割     待合い
環境を含めた地域拠点との整合を図りながら｢幹線｣・｢支線｣ 整理    役割 適合  運行  
ビスを確保する。 
・幹線 支線 整理       国 県 補助制度 有効活用     主に支所等の地域拠点から
市中心部  路線 幹線軸 位置   地域拠点 中心 地域内 運行  支線（     系
統）  有機的 接続   等 効率 良 運行 検討         再編 行  

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
路線設定
の考え方 

▼路線設定 基本的 考 方

居住地域

居住地域

交通結節点 交通結節点

居住地域

中心部へ

居住地域

居住地域

居住地域

交通結節点 交通結節点

中心部へ

居住地域

支線化等の
見直      

公共交通利用 
不便 地域 存在

路線 重複 
非効率

地域のニーズに適した
運行形態       

長 距離 直通運行
      利用者 
少ない区間が存在

効率化 地域  
連携により交通を確保

幹線路線（急行  等）

居住地域
支線化により
地域のニーズを
具現化しやすくなる

直通運行    分 
拠点で折り返すことで
頻度向上 可能

乗継地点が設定さ
れているが、時間帯
によって乗継ができ
  便 存在

居住地域 居住地域

   等 見直   
り乗継環境を改善

協議/役割設定 再編 
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■施策② 地域 実態 需要 応  運行 効率化 利便性 向上
目的 持続的な公共交通の実現に向けて、効率的  利便性 高 運行     水準 見直 。 

内容・方法 

 利用者 少  運行効率 低 支線等 路線      地域 利用者 実態 踏    運
行水準を引き下げ、需要が見込   路線に有効活用     効率性 利便性向上    
見直  実施  。 
 航路 幹線等 運行      ニーズに応じたサービス水準を確保する。 

実施者 今治市、交通事業者、地域 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
運行効率化
イメージ 

▼運行効率 低 路線 一部 他 活用  場合     例

計画／協議 実施／適宜見直 
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＜目標2＞地域住民 事業者 行政 連携向上

■施策③ 地域と連携した路線   運行 ール設定等   見直  改善 実施

目的 
路線   運行   等     地域 合意 得     連携を深め   見直  改善 行
い、より地域にあった交通を確保し、地域住民 利用 拡大 向  意識醸成等      
く。 

内容・方法 

 地域  意見交換 ワークショップ等を実施しながら 運行継続 必要性 効率化 利便性 
向上等に    利用者 地域 積極的 参加   仕組  構築・調整する。 
 連携       地域         働  持続的 効率的 運行 可能      運行
ルールや判断基準の導入を検討する。 

実施者 今治市、交通事業者、地域 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

■施策④ 地域 交通事業者 行政             情報共有機会 確保 拡大

目的 
地域 意見 反映  持続可能 公共交通 実現 向  地域 交通事業者 行政 連携 
て     利便性等 向上 改善  。 

内容・方法 

 行政 事業者 地域 連携 深     協議会、分科会等による情報共有 意見交換 定
期的に実施する。 
・ま       機会 通  各種施策（路線 見直  情報提供等） 展開     地域
のニーズに適合した取組を効果的に進めていく。 

実施者 今治市、交通事業者、地域 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

ルール設定 実施 

実施 
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＜目標3＞交通不便地域 移動手段 不足  層  対応

■施策⑤ 多様なモード・ツール等による移動確保の検討 

目的 
現状 路線運行         タクシー等多様な交通モードの活用を検討し、物流や福祉等の他分
野のニーズを踏ま     効率的 合理的 移動 確保     

内容・方法 

・  路線 維持 困難    路線 廃止  る等交通 不便          移動手段確保のニ
ーズを踏まえた上で地域 交通事業者 行政 連携 、タクシーの活用やコミュニティ交通等多用な交
通モードによる地域の実情に沿った移動手段の導入可能性について検討する。なお、導入にあたって
は、期間及び導入ルールを設定した｢実証実験｣ 行 ことを基本とする。 
 送迎交通 物流等 他分野  適宜連動 検討  貨客混載等   移動 効率化 図  
・運転免許返納者等に対する運賃の負担軽減策を検討する。 

実施者 今治市、交通事業者、地域 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例

▼民間  撤退後 三者協働   交通手段確保事例（宇治市） 

                                       出典 国土交通省HP 

検討／実証実験／導入 



今治市地域公共交通網形成計画（2020年●月） 

81 

■施策⑥ NPO  地域   運行 足 確保 関  地域状況 踏   検討 調整 支援

目的 
地域内における移動手段確保に向け、必要に応じて NPO や地域が持続的に実施していけるよう支
援・サポート体制を構築する。 

内容・方法

・地域の具体的な移動ニーズに基づき、関係者が連携    移動手段確保 向  検討 行    
  交通事業者   運行 困難 場合  NPO  地域   自主運行 視野 入  地域  
支援・サポートを実施する。 
 運行 実施 向    地域 適切 導入      適用性 実現性等 地域 状況 踏まえな
   関係行政機関  調整 行  

実施者 今治市、交通事業者、地域 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
検討プロセス

▼自家用有償運送の検討プロセス  

出典 国土交通省HP 

検討／協議／実施 
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５‐５‐２ 方針2．まちづくりと連携する持続可能な公共交通をつくる  

＜目標４＞新  利用者 確保

■施策⑦ 集客施設等 利用特性     応        情報     提供 実施

目的 
集客施設に集まる利用者     応  情報      提供        新  公共交通利
用者を確保する。 

内容・方法 

       新都市 岡山理科大学今治キャンパス、FC今治等 集客施設 連携  利用者 
特性     応        情報 発信 行  
・施設へのアクセスだけでなく、来訪者の志向にあわせたおすすめの店舗情報を発信する等、提供す
 情報 工夫    発信 行  （例 学生   行 店舗 入学前   運行情報 一緒 
周知する等）                                   

実施者 今治市、交通事業者、関係者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例

▼サッカーの試合にあわせたアクセス情報の発信（ファジアーノ岡山） 

 出典       岡山ＨＰ

実施 
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■施策⑧ サイクリング等の観光需要に対応した周遊ルートの検討・情報発信

目的 
サンライズ糸山や竹原市大久野島等の集客性の高い施設への観光需要 対応      見直 
や外国人観光客        情報発信 行  

内容・方法 

・観光客のニーズを踏まえ、サイクリングターミナルを拠点として大山祗神社、村上海賊ミュージアム
（仮）、今治城などしまなみ海道の重要な観光資源を、   航路とサイクリングを融合させて周
遊できるモデルコース 提案     島   集客性 高 大久野島  効率的     方法等
を検討する。 
・周遊を促すにあたっては、サイクルトレイン※1と連携を図るとともにサイクルバス※2 運行 検討   

実施者 今治市、交通事業者、関係者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
イメージ例

▼観光           一例

出典 （地図）NTT空間情報、（写真）今治地方観光協会HP、今治タオルHP 

※1          自転車 解体   鉄道車両内 持ち込むことができるサービス。 
※2        自転車 解体     車両内 持ち込むことができるサービス。

検討/試行 実施 
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＜目標５＞誰   分     利用    環境整備

■施策⑨ 複数の交通事業者や交通    統合  路線    情報等       発信

目的 
    目線  分     情報発信 行     利用    思  時      感      
気軽 利用     にする。 

内容・方法 

・事業者個別に提供されていた情報を一元的にとりまとめ、複数の交通モードを統合したマップ等によ
 情報発信 行    際 利用者 特性 踏   陸地部 島  部等 エリアや観光客等のニ
ーズに特化した形での情報発信についても検討する。 
・あわせて、今治駅や今治港等でのバス乗り場案内等のわかりやすい改善等も検討する。 

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例

▼使用するユーザーに応じた公共交通マップ（和歌山市） 

出典 和歌山市HP 

▼観光客等         案内（金沢市）

出典 北陸鉄道株式会社HP 

実施 随時更新 
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■施策⑩ 最新技術等 踏    利便性向上策 検討
目的 最新技術等 用      公共交通 利用     をなくしてより使いやすいものとする。 

内容・方法 

 利用者 使     考慮      ーションシステムの導入を検討する。 
・観光協会等関係者と連携しながら、外国人観光客への対応も考慮し、対応可能なキャッシュレス
決済や公共交通 統合的     行    MaaS等についても導入を検討する。 

実施者 今治市、交通事業者、関係者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例等

▼            （経路  位置情報    ） 導入

出典 高知県HP  

▼MaaS の活用（Mobility as a Service : モビリティ アズ ア サービス） 

出典 国土交通省HP 

技術進展のフォロー/導入検討 
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■施策⑪ 待合環境 車両 駅 整備 改善       対応 推進
目的 年齢 障がい 有無等 関    誰  利用    環境     

内容・方法 
・国 支援制度等 活用   駅舎         車両等       化 推進する。 

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
支援制度

▼      化 推進 係 国 支援制度

出典 国土交通省HP 

▼車両       化    国 支援制度

出典 国土交通省HP 

実施 
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＜目標６＞      先導  路線整備 育成

■施策⑫        見直  応  支所 道 駅等 拠点   乗 継 環境       整備検討
目的 幹線・支線 見直  合    誰  利用 やすく、利用   なる拠点環境をつくる。 

内容・方法 

 支所   地域拠点 道 駅等 連携  利用    乗継環境（パーク＆ライド※1・サイクル
＆ライド※2など）を確保する。 
・拠点となる支所等においては、高齢者の介護予防教室、運動施設や子育て世帯の支援施設等
 併設  合       利用 考慮  時間設定 情報発信 行       高齢者等 
気軽に来訪できる環境を整備する。 
・島しょ部の｢道の駅｣においては、その特徴にあわせた公共交通の乗継体系の構築や、道の駅が
公共空間      踏     利用優先 空間整備等 取組 推進   

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
地域拠点 

▼地域拠点（吉海支所） 

吉海支所バス停

吉海支所バス停
吉海支所 吉海学習交流館

伊予銀行大島支店

コンビニエンスストア

路線 友浦 早川 大島営 下田水港線 田浦 下田水港線 特急   急行  

吉海支所

学習交流館

※1    ＆    自宅  最寄  駅   停車場  自動車 運転  車 駐車場 入    公共 交通機関 乗継 移動方式 
※2     ＆    自宅  最寄  駅   駐輪場  自転車 利用  駐輪場  公共 交通機関 乗継 移動方式 

計画/調整/協議 実施 
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■施策⑬ 今治新都市の拠点としての交通機能の強化検討 
目的 今治新都市       拠点   位置   交通結節機能 強化 図  利便性 向上    

内容・方法 

・今治新都市（イオンモール、スポーツパーク、今治獣医学部などから形成）を都市拠点と位置づ
け、交通結節点である今治駅・今治港と連携させることにより、まちづくりの幹線軸を形成する。さら
に、今後の交通需要 見据   周辺地域拠点と結ぶことにより、交通結節点としての役割を持た
せる。 

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
    例

▼今治新都市における交通機能の強化一例 

実施検討 
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５‐５‐３ 方針3．みんなで公共交通を守り、育てる 

＜目標７＞公共交通を守り、育  市民意識 活性化

■施策⑭ 公共交通 運行情報等 効果的 周知 利用者    収集   市民意識 醸成

目的 
運行情報 効果的 発信 利用者     対応策 実施 通   市民 地域 公共交通 
対  理解 意識醸成 促    、交通事業者と利用者 信頼関係 構築  。 

内容・方法 

・広報や転入手続        活用  交通    配布 運行情報 提供 利用状況の発信
等 効果的 周知 行  
・交通事業者  意見及     収集 行        改善 対応策を実施      市民の
公共交通への利用動機付  行 。  

実施者 今治市、交通事業者、関係者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例

▼転入者 対象 配布    公共交通 利用動機付 冊子（仙台市）

出典 仙台市HP 

▼利用者 意見 対  対応策 HP掲載（九州産業光津ホールディングス株式会社） 

出典 九州産交           

実施 
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■施策⑮ 小中学校での乗り方教室・出前講座並  官民一体      通勤 推進

目的 
持続可能 公共交通 実現 向  若 世代や現役世代が公共交通の重要性及び地域社会へ
の貢献を認知し、将来に渡って利用   意識醸成         行  

内容・方法 

・身近 交通素材     車両等 活用  乗り方教室や出前講座を実施し、小中学校の社会
科教育 質的向上 図      公共交通 理解促進及 利用              
・｢ノー残業デー｣と組み合わせた｢ノーマイカー通勤｣ 官民一体    推進  温室効果ガス排出
抑制 省   寄与       公共交通 利用促進にもつなげる。 

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例

▼公共交通 題材   社会科教育 学習資料（札幌市）

出典 札幌市     政策局総合交通計画部

実施 
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＜目標８＞担い手の確保

■施策⑯ 県 連携  求職者        若年層  魅力発信等 活動支援
目的 地域で公共交通を維持していくために必要となる交通事業者の担い手を確保する。 

内容・方法 

・愛媛県と連携して求職者の      目的   事業 周知 行  
・バスやタクシー等の交通事業者による学生の職場体験の実施や、小学生へのバスの乗り方教室等
 連動   魅力 発信    検討 行  

実施者 今治市、交通事業者 

実施時期 
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

【参考】 
他団体 
取組事例

▼マッチング促進を図る職業説明会       ▼興味や関心を喚起する体験イベント 

出典 愛媛県HP           出典 十勝バス株式会社HP  

実施 
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６ 取組の進め方 

６‐１ 計画の推進体制 

本計画の実施・推進には、行政だけでなく、交通事業者や市民（地域、企業、学校、関連団体等）
が連携、協働し、一体となって総合的に取り組んでいくことが必要です。 
そのため、地域公共交通の関係者が集まる協議会において、各主体間の連携・調整を図るとともに、
本計画の目標及び実施事業の達成状況について管理を行います。 

【本計画推進のための関係主体と役割】 

図 ６‐1 関係主体と協議会の役割イメージ 

今治市地域公共交通活性化協議会 
・地域公共交通の維持・改善 
・公共交通の運行内容の評価 
・ＰＤＣＡサイクルによる事業進捗の評価 
・関係主体、関係機関の調整 
・公共交通の運営方針等の決定 等 

市 民 
・公共交通に対する理解・積極的利用 
・会議、イベント等への積極的参加 
・公共交通の維持に向けた地域による協力活動 
・地域公共交通の改善点の提案 等

行 政 
・公共交通の維持・確保 
・公共交通に関する情報発信 
・財政的な支援 
・県・近隣市町との連携 等

交通事業者 
・安全で快適なサービスの提供 
・市の事業実施への協力 
・利用促進に向けた取り組み 
・運行上の課題の共有 等
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６‐２ 進捗管理 方法

次頁に示す目標値の達成に向けて各取組を進めていくものとする。その際、着実、的確に進めるため、PDCA の考
 方 基  毎年度取組 確認 見直   展開   

表 ６‐1 進捗管理 方法

進捗管理 方法
目標年度 令和６年度 
評価期間 毎年（各年度 取組実施後）
評価主体 今治市地域公共交通活性化協議会 

評価項目、評価方法 目標ごとの指標 目標値 設定  管理

その他 
評価指標 毎年度 状況     各施策 関  取組 
実施状況 踏   分析 整理    後 取組方法 内
容    協議会     検討 協議 行 

図 ６‐2 基本的な PDCAサイクルイメージ 
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６‐３ 計画の目標と指標 

取組方針に基づく目標を確実に進めていくため、それぞれの進捗状況を確認できる評価指標、目標値を以下のように設定する。 

表 ６‐2 目標、指標 

取組方針 目標 評価指標 現況値 目標値 目標の考え方・方法 
方針 1．安全で快適な暮らしを支える公
共交通をつくる 

目標１．暮らしを支える公共交通の確保 
（地域公共交通網の再編） 

航路     今治市補助金額 26,500万円／年 
(H30) 

現状より削減 目標 補助金額 抑制 持続性向上 
方法 補助実績額

目標２．地域住民 事業者 行政 連携
向上 

協議会の開催 ― ３回以上／年 目標 ３者 連携 確保 向上
方法 実施回数 実績

目標３．交通不便地域 移動手段 不
足する層への対応 

検討が必要となった地域での対話集会等
の実施回数 
※対話集会 地域 自  地域 交通 
ついて主体的に考えるもの。 

― 3回以上／年 目標 交通 不便    地域  対話
集会の実施 
方法 実施回数 実績

方針 2．まちづくりと連携する持続可能な
公共交通をつくる 

目標４．新  利用者 確保 市民１人    路線   年間利用回
数 

年間6.3回／人 
(H30) 

年間6.6回／人 目標    利用者 回数 向上（5％
増／5年間） 
方法 年間利用者数（補助対象）÷今
治市人口 

目標５．誰   分    利用    
環境整備 

エリア、ニーズ別公共交通マップの作成・配
布 

― 陸地部用／島  部用／観光用
各実施   

目標         合      利用
しやすさ向上 
方法 実施の実績  

バリアフリーバス（ノンステップバス）の導入
率 

11.0％ 
(H30) 

15％以上 目標    利用     向上
方法       車両÷対象車両 

目標６．      先導  路線整備 
育成 

｢今治駅（桟橋）       今治新
都市｣       利用者数

45.7千人／年 
(H30) 

50千人／年 目標 中心拠点 新都市 結 路線 利
用者の向上（10％増／5年間） 
方法 年間利用者数 実績

方針3．みんなで公共交通を守り、育てる 目標７．公共交通 守  育  市民意
識 活性化

バスの乗り方教室・出前講座の実施 ― ２回以上／年 目標 公共交通 対  市民意識 向
上 
方法 実施回数 実績

  通勤 協力団体 施設 増数 ― 2団体以上／年 目標 公共交通利用 理解 広  
方法 団体・施設の増加数 

目標８．担い手の確保 人材確保の取り組み実施回数 ― 1回以上／年 目標 運転手 船員の人材確保 
方法 小 中学校  職場魅力発信事
業実施回数の実績 


